
南総少年野球連盟 感染予防対策公式戦運営ガイドライン 
 
１．試合の準備等について 

(1) 原則本部役員不在の為、1 試合⽬の 2 チーム及び帯同審判員は試合開始時刻の 1 時
間前に集合し、グラウンドの設営を⾏う。 

(2) ⾃チームの試合時には両チームより 1 名ずつ運営本部として、記録及びタイムキー
パーを本部席にて⾏う。得点板のある球場については両チームで協議する。試合終
了後記録紙の写真を撮り南総連盟事務局にメール等にて送信する。 
 

２．試合について 
(1) 試合開始時刻 30 分前に球審がトスを⾏う。審判及び監督・選⼿はマスクを着⽤し、

じゃんけん時には握⼿はしない。トスが終了したら速やかにシートノックに⼊る。 
(2) ベンチに⼊る指導者及びスコアラー等は、原則マスクを着⽤する。 
(3) 応援の⽗兄等は密を避けマスクを着⽤し、⼤声での応援はしないよう努める。 
(4) 試合開始及び終了時の整列は選⼿はベンチ前、審判員はホームベースの後⽅にて⾏

い、握⼿は⾏わない。 
(5) ロジンバッグについては各チームで⽤意し投⼿のポケットに⼊れておく。 
(6) 試合終了後のエールの交換及び相⼿チーム監督への選⼿の挨拶は禁⽌とする。 
(7) 試合終了後は速やかに次試合のチームに明け渡し、次試合の選⼿・指導者及び応援の

⽗兄等との接触はできるだけ避ける。 
(8) 試合終了後両チーム関係者及び帯同審判員は、グラウンド整備及びベンチの清掃消毒

を⾏う。 
(9) 次試合のチームは、前試合のチームが完全に撤収するまではベンチ・グラウンド・観

客席には⼊らない。 
 

３．審判員について 
(1) 決勝戦以外は原則帯同審判とする。 
(2) 審判員は⿊いマスクを着⽤する。 
(3) 試合開始 1 時間前に集合し 30 分前になったら球審はトスを⾏う。 
(4) 試合中選⼿との会話は必要最⼩限で⾏う。 

 
４．その他 

(1)千葉県少年野球連盟の感染症予防ガイドライン・JSBB 感染予防対策ガイドラインに
基づいた運営を⾏う事。 

(2)⼤会によりルールが若⼲異なる為、各チーム指導者・記録員は⼤会規則を理解してお
くこと。 


